
2030年に向けた価値創造ストーリー
パーソルグループは、事業を通じて価値を創造し、社会からの期待と要請に応えることで、
“はたらくWell-being”創造カンパニーとしてグループビジョン「はたらいて、笑おう。」の実現を目指します。

マテリアリティ① 事業を通じた社会課題の解決

マテリアリティ② 持続的成長を実現するための基盤 

グループビジョン ありたい姿

再投資

“はたらくWell-being” 創造カンパニー

Staffing

BPO

Technology

Career

Asia Pacific

事業（SBU）

INPUT

価値創造の源泉

人的資本
多様かつ自律的な人材

社会・関係資本
長期にわたり蓄積した
社会的信用と顧客接点

知的資本
人材サービスに関する
事業開発力とノウハウ

財務資本
健全かつ安定した
財務基盤

多様な人材の活躍 データガバナンスの強化 人権の尊重

コーポレートガバナンス

気候変動への対応

はたらく機会の創出

企業の生産性向上

多様なはたらき方の提供 学びの機会の提供

OUTCOME

創出する価値

人的資本

テクノロジー 

ラーニング

事業成長の
エンジン

人と
組織を

結ぶチカラ

強化すべき
競争優位性

人を
集める
チカラ

業務を
デザインする

チカラ

主な社会変化

労働人口の減少

多様なはたらき方の定着

AI・テクノロジーの進化

人的資本・スキル開発
への注力

DEI への社会的要請

人権尊重への社会的要請

個人

社会

財務

価値創造ゴール
人の可能性を広げることで、

2030年に 100 万人の
より良い

“はたらく機会”を創出

目標

財務目標（2025年度）
中期経営計画 2026

ROE

調整後 EBITDA

ROIC

配当性向（対調整後 EPS）

20%以上

1,000億円
（CAGR10%）

15%以上

約50%


